
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日時 

 

 

 

参加無料 

 

場所 

令和 6年度 

山梨県防災シンポジウム 

大規模地震への備え 

～被災時に戸惑わないために～ 

議題 「避難所生活への心備えと平時からできる備えとは」 
 

コーディネーター  林
はやし

  美穂
み ほ

 氏 （アナウンサー／気象予報士／防災士） 

パネリスト      川端
かわばた

   孝
たかし

 氏 （珠洲市大谷小中学校避難所運営責任者／珠洲市議会議員） 

山下
やま し た

 博史
ひ ろ し

 氏 （NPO法人「災害・防災ボランティア未来会」代表） 

            三枝
さ え ぐ さ

 則子
の り こ

 氏 （ボランティア団体 「防災ブレーメン」代表） 

保崎
ほ さ き

 貴之
たかゆき

 氏 （笛吹市防災危機管理課 課長補佐） 

 

 
■主催：山梨県・甲府地方気象台 

お問い合わせ：山梨県防災局防災危機管理課防災対策・情報通信担当 ℡ 055-223-1433 Fax 055-223-1429 

 

基調講演 

 

 

いつ起きてもおかしくない大規模地震から命を守るためには、日々の備えや被災した際の心

構えをしておくことが必要不可欠です。 

山梨県で大規模地震が発生したときに備え、平時からどのような備えをしておけばよいの

か、また、自分が被災者となったときに戸惑わないためには、どのような心構えをしておけば

よいのかについて考えてみませんか。 

川端
かわばた

 孝
たかし

氏  珠洲市大谷小中学校避難所運営責任者／珠洲市議会議員 

「能登半島地震からの教訓 ～避難所の実態～」 

パネルディスカッション 

 



 

 

 ○ 当日定員に余裕がある場合、当日参加も可能です。 

 ○ 当日は、会場入口にて 13時 50分までに受付をお願いします。 

 ○ 写真撮影、録音は禁止です。 

 ○ 災害などにより中止となる場合は、県ホームページにてご連絡します。 

留意事項 

 

申込方法 

 

  山梨県立文学館 講堂 

（ 甲府市貢川１丁目５－３５ ） 

 ○ 甲府駅バスターミナル（南口）1番乗り場より 
御勅使・竜王経由敷島営業所・大草経由 
韮崎駅・貢川団地各行きのバスで約 15分 
「山梨県立美術館」下車。 
 

 ○ 中央自動車道甲府昭和インターチェンジ 
より約 10分 

  

「防災シンポジウム」参加申込書 
 

氏 名 お住まいの市町村名 

  

  

  

  

 

※ お車でご来場の方は第３駐車場への駐車をお願い 

いたします。駐車場には限りがありますので、 

できるだけ公共の交通機関をご利用ください。 

 

下記ＱＲコードからお申し込みいただくか、下記参加申込書に必要事項をご記入のう

え、ＦＡＸまたは郵送にてお申し込みください。（申し込み締め切り ２／３（月） まで） 

ＦＡＸ宛先： ０５５－２２３－１４２９ 

郵送宛先： 〒４００－８５０１ 山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号 

        山梨県防災局防災危機管理課 防災対策・情報通信担当 

会場アクセス 

 


